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表 1 対象者の属性 人数(%)
性別
男性 女性
37 (33.6) 75 (66.4) 
年齢
20歳代 30歳代 40歳代 50歳代
16 (14.2) 14 (12.4) 39 (34.5) 43 (38.1) 
特別支援教育コーデイネータの経験の有無
経験有 経験無


















































と全て同じように参加」 49名 (43.4%), 「別の内容」 7
名 (6.2%), 「見学のみ」 6名 (5.3%),「別教室での待
機」 0名であった（図 2)。
体育授業中に障害児に何らかの配慮をした教師は99
名 (86.7%），配慮を行わなかった教師14名 (13.3%) で
あった。配慮事項としては「ルールの変更」 58名 (51.8
発達障害 I 156 
肢体不自由 I I 51
知的障害 I I 35
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%），「コートの大きさを工夫」 37名 (32.7%), 「用具の




































































































支援」 68名 (60.2%), 「特別支援学校のコーデイネータ
ーによる支援」 63名 (55.8%), 「教育委員会相談員の巡
回指導」 43名 (38.1%) の順であり「特別支援教育関連
の書物」による情報収集への期待18名 (15.9%)であっ
た（図 5)。x2検定による分析で，書物による情報収集












いと思う ’'47名 (41.6%), "どちらかといえば受けたい














































感 じる教師 0 (0) 
感じない教師 0 (0) 











































































































































11 (10.1) 95 (87.2) 
4 (3.7) 14 (12.8) 









































28 (25.7) 95 (87.2) 
2 (1.8) 14 (12.8) 
30 (27.5) 109 (100) 
感じる教師と感じない教師の比較 n.s. 
あてはまる 計
15 (13.8) 95 (87.2) 
3 (2.8) 14 (12.8) 
18 (16.5) 109 (100) 
感じる教師と感じない教師の比較 n.s. 
あてはまる 計
30 (27.8) 95 (88.0) 
1 (0.9) 13 02.0) 
31 (28.7) 108 (100) 












9 (8.3) 94 (87.0) 
1 (0.9) 14 03.0) 
































































































































































































































0 10 20 30 40 50 60 70 
障害児の指導についで情報を得るために期待すること
（複数回答 ％） X 2=38.679 * P<0.01 
41.6 
41.6 
0 5 10 15 20 25 
特別支援学校の体育教師による
支援を受けたいと思うか（％）
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